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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、公共調達の基本システム全体を見直し、その再構築を図るために、  Value for 

Money （VFM）向上を目指した基本システムの提案を目指して、公共調達制度と社会的要請

の関係について整理するとともに、諸外国における調達制度との比較分析を行い、将来の多様

な事業スキームに対応できる VFM 向上を目指した基本システムのモデル化とその評価視点に

基づく制度の運用に活用できる分析手法の開発を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This research aims to establish the basic system of public procurement for improving Value 
for Money of infrastructure projects. The model of basic system was proposed considering 
various project schemes after searching the relation between public procurement system 
and social needs and comparing the system with those in foreign countries. Furthermore 
analytical tools were developed to be applied in the operation of the system. 
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１．研究開始当初の背景 

公共調達制度を取り巻く環境は、大きく変化

している。現在発生している問題を根本的に

解決し、将来益々広がる可能性のある多様な

調達方式に対応するためには、これまでそれ

ぞれの時代の要請に基づき要素毎に修正、構

築されてきた制度全体を見直し、その基本シ

ステムを再構築する必要があると考えるに

至った。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、公共調達の基本システム全

機関番号：12601 

研究種目：基盤研究（Ａ） 

研究期間：2008～2010 

課題番号：20246072 

研究課題名（和文） ＶＦＭ向上を目指した公共調達基本システムのモデル化 

                     

研究課題名（英文） Basic System of Public Procurement for Improving VFM 

 

研究代表者 

小澤 一雅（OZAWA KAZUMASA） 

東京大学・大学院工学系研究科・教授 

 研究者番号：80194546 

 

 



体を見直し、その再構築を図るために、 

Value for Money （VFM）向上を目指した基

本システムの提案とその運用に必要な分析

手法を開発することである。 

(1)公共調達制度と社会的要請の関係の明確

化 

(2)公共調達制度基本システムのモデル化 

(3)公共調達制度の運用に用いる分析手法の

開発 

 

３．研究の方法 

[2008 年度] 

(1)公共調達制度と社会的要請の関係の明

確化 

  公共調達のプロセスの中で関連している

諸法令の整理を行い、調達前、契約中、契約

完了後のそれぞれに関連する諸法令に分類

した。昭和期からの時代の流れの中で、公共

調達に関連する制度の変化とそれぞれの時

代で発生する社会的要請に基づき、これらの

関係を俯瞰的に分析評価するために、国にお

ける公共事業の実施状況、特に契約の運用状

況の変化について、文献等とインタビューに

よって情報収集した。 

(2)諸外国の公共調達制度との比較分析のた

めの調査 

調査対象とした国は、ベトナム・フィリピ

ン・香港・インド・アルジェリアである。 

[2009 年度] 

(1)基本システムのモデル化 

(2)基本システムに基づくシミュレーション 

(3)基本システムの評価視点の再整理 

(4)公共調達制度の運用に用いる分析手法の

開発 

[2010 年度] 

(1)基本システムのモデル化と評価視点の

再整理 

(2)公共調達制度の運用に用いる分析手法

の開発 

 

４．研究成果 

本研究の目的は、公共調達の基本システム全

体を見直し、その再構築を図るために、 

Value for Money （VFM）向上を目指した基

本システムの提案とその運用に必要な分析

手法を開発することである。 

(1)公共調達制度と社会的要請の関係の明確

化 

公共調達のプロセスの中で関連している

諸法令の整理を行い、調達前、契約中、契約

完了後のそれぞれに関連する諸法令に分類

した。現在の制度がそれぞれどのような時代

背景の下で、どのような対象に対して何を目

的として制定されたかを 歴史的にさかの

ぼり明らかにした。公共調達における政策目

標である「価値の高い調達の実現」（VFM の向

上）は、コストの低減、品質の確保、タイム

リー、プロセスの公正さで計測される。しか

し、個々の制度とこれらの関係は単純ではな

く、関連するアクターの資質や意識によって

も、大きな影響を受ける。そこで、昭和期か

らの時代の流れの中で、公共調達に関連する

制度の変化とそれぞれの時代で発生する社

会的要請に基づき、これらの関係を俯瞰的に

分析評価するために、国における公共事業の

実施状況、特に契約の運用状況の変化につい

て、文献等とインタビューによって情報収集

した。 

(2)諸外国の公共調達制度との比較分析のた

めの調査 

 求められる公共サービスやその形態が変

化するのに伴い、事業の量と質が変化するこ

とが予想される。将来求められる公共事業の

スキームと必要な調達方式の可能性を予測

するため、諸外国の公共調達制度の調査を実

施した。調査対象とした国は、ベトナム・フ

ィリピン・香港・インド・アルジェリアであ

る。 

(3)基本システムのモデル化と評価視点の

再整理 

 公共調達に求められている現在の社会

的要請に応えることができ、将来の多様な

事業スキームに対応できるよう公共調達

の基本システムを多元的な視点から検討

した。現状の建設市場の環境の下で発生し

ている課題を解決するための方策、将来の

多様な事業スキームに対応できる制度を、

それぞれの諸法令の観点から改良案を考

案した。さらに、基本システムの運用を図

る際に必要となる分析・評価手法の開発の

基準となる評価視点の再整理を行った。 

(4)公共調達制度の運用に用いる分析手法

の開発 



公共調達制度を運用するにあたって、その実

施効果を測定する指標と測定方法、並びにこ

れを分析し、評価する手法を開発した。これ

は、①適切な競争環境が整備されたかどう

か？ ②技術力が適切に投入されたかどう

か？ ③事業の価値（品質を含む）が向上し

たかどうか？ ④事業の発展が見込まれるか

どうか？等の視点から VFM 向上の効果を、事

業のプロセス段階、事業完了時、運用・維持

管理段階のそれぞれで活用できる手法を目

指したものである。 
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